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県
庁
前
通
り
、
亀
の
甲
坂
の
南

側
に
あ
る
延
命
院
。
そ
の
中
央
に

高
さ
二
十
癖
以
上
も
あ
る
大
き
な

ト
チ
ノ
キ
が
、
お
墓
を
見
下
ろ
す

よ
う
に
立
っ
て
い
ま
す
。
樹
齢
は

三
百
七
十
年
以
上
で
、
江
戸
時
代

の
元
和
年
間
に
寺
が
、
現
在
の
場

所
に
移
転
し
た
と
き
に
植
え
ら
れ

た
も
の
の
一
つ
で
す
。

ト
チ
ノ
キ
は
大
き
な
葉
が
特
徴

で
、
初
夏
に
白
い
花
が
咲
き
、
食

用
に
も
な
る
実
を
つ
け
ま
す
。
ま

た
、
秋
に
は
落
葉
す
る
な
ど
季
節

ご
と
に
雄
大
な
姿
を
見
せ
て
く
れ

ま
す
。

長
い
間
、
宇
都
宮
の
歴
史
を
見

守
っ
て
き
た
ト
チ
ノ
キ
。
こ
れ
か

ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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